　個別ゼミ概要（オリエンテーション配付、ＷＥＢ掲示用）

	授業科目名
	如水会寄付講義「キャリアゼミ」（如水ゼミ）

	ゼミ名
	｢銀行・証券｣ゼミ

	講師（幹事）
	幸島　祥夫（元東京三菱銀行　常務　S４０年商卒）
	大学教員
	山崎秀記　教授

	学期
	通年
	開講時間
	水曜　４時限　（２：４０～４：１０p.m.）
(第４週目は除く)

	【授業の目的・到達目標と方法】

· このゼミは、銀行・証券・その他金融機関の過去、現在そして将来展望につきそれぞれの業界の強力な個性あるリーダー達を講師として招き現場、経験からの生の話を聞き、率直な質疑応答によってそれぞれの業界、仕事に対する実践的理解を深めてもらうことを目的とします。毎回、幹事が講師とゼミ生とのコーディネーター
として参加し活発な議論が行われるようにし、年間を通じてキャリアー形成を支援する。
· 夏および冬学期末に、ゼミを通じて理解したこと検討したことをレポートにまとめ発表させます。

· 対象とする銀行・証券・その他金融業界は、今後ますます垣根を越えて相互に参入し競争することに

なるので各業界を代表する講師達にも自らの体験に基き弾力的かつ率直な議論を展開してもらうことと
する。


	【授業の内容と計画】
このゼミのテーマとしては、①ガイダンス、②銀行・証券の過去、現在、将来、③銀行業務の課題と展望、
④今後の証券業務の課題と展望、⑤国際金融の話、⑥資産運用業務の現状と展望、⑦新しい証券業務
⑧投資銀行業務の展開、⑨新しい銀行業務、⑩中央銀行の役割、⑪地域銀行業務の新展開、⑫新しい

証券業務の展開、⑬M&A、事業再生業務の現状と展望、⑭商品先物市場での業務、⑮アジア金融資本市場
⑯サブプライムローンについて、⑰ゼミ生のレポート発表。

	【予定講師】役職は平成２００８年３月７日現在
(1) 幸島　祥夫（元東京三菱銀行　常務　S４０商）　４月３０日
(2) 大澤　佳雄（元みずほ証券会長　S３９　学習院大）　５月１４日
(3) 能見　公一（あおぞら銀行　会長CEO　、元農林中央金庫　専務理事　S42　東大）６月４日
(4) 金成　憲道（三菱東京UFJ銀行　副頭取、ユニオンバンク(米国)　会長　６月１１日
(5) 中島　敬雄（みずほコーポレート銀行　常務執行役員　S４５商）１０月８日
(6) 森口　隆宏（JPモルガン証券　会長　S４２　神戸大）７月２日
(7) タッド・バッジ（東京スター銀行　頭取　１９８４年　ブリガムヤング大(米国)）１０月２２日
(8) 鏡味　徳房（東日本銀行　頭取、元日本輸出入銀行常務理事　S40　東大）１０月２９日
(9) 行天　豊雄（国際通貨研究所　理事長、元大蔵省　財務官　東大）１１月５日
(10) 恵谷　英雄（日本銀行　情報サービス局長　S５３経）７月２３日
(11) 松井　道夫（松井証券　社長　S５１経）１１月１２日
(12) 寺沢　則忠（元日本政策投資銀行　副総裁　S42東大）１１月２６日
(13) 田中　達郎（東京三菱UFJ銀行　常務執行役員　慶応大）１２月1０日
(14) 車田　直昭（ドットコモディティー　社長　S５８東大）１２月３日
以上の他　野村証券から講師を招きます（７月２日）。コーディネーターとして幸島　祥夫　あるいは
瓦林　秀嗣（元　日本興業銀行営業部長　S40経）が毎回ゼミに参加する。

６月１８日は未定。冬期は１０月１日（講師　幸島）でスタートします。冬期の締めくくりは
平成２１年１月１４日とします。（ゼミ生のまとめ発表）



	【テキスト・参考文献】

・テキスト、参考書は予め定めない。適宜参考文献を知らせる。


	【受講生に対するメッセージ、希望】

· 現在考えられる最新、最強の講師陣を揃えたので、銀行、証券、その他金融の真髄を学んで貰いたい。
· 毎回　質問、疑問を用意し議論に参加し、講義ごとに理解した内容のリーポートを次回のゼミに

提出する。（A４版２枚以内）

・講師の体験、志を必ず話してもらうのでゼミ生のキャリアー選択に役立ててほしい。
· 年に３～４回は講師の都心のオフィースに出向いてゼミを行う。（その場合　４～５：３０ｐｍ
をゼミの時間とする。）評価は出席が最も重要ですが、ゼミでの活動、レポート発表を総合的に

評価して行う。





